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までの 6,000km の海岸線を予測対象領域として（図 2）、内閣府の津波浸水被害予測システムの構
築・運用を開始した。計算領域が広大であることから、内閣府システムとしては津波被害の概略
を迅速に把握することを最優先事項として、沿岸部 30m メッシュの分解能で運用を行う。 
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